
15

お問い合わせ
お申し込み

みやぎ生活協同組合 学校部　〒 983-0821 仙台市宮城野区岩切字三所北 87-1

TEL 022-396-1021　FAX 022-396-7038　https://www.miyagi.coop/gakkou/

みんなで食育を実感！「五感でわいわい」 DVDや食品添加物を見て学習してみましょう。

食品添加物オレンジキットが
　　　　　　　  注文できます。

食品添加物だけでオレンジ風味の無果汁飲料を
作ることができます。
作り方は簡単!「混ぜるだけ」。
その仕組みを知って、食品添加物を考えるきっ
かけにしましょう。

食の安全 食の安全
資 料 提 供・貸 し 出 し　

DVD 農林水産省・2014年作成：30分G- 2

「和食」が日本文化である理由

2013年、「和食」はユネスコの無形文化遺産に登録されました。「和食」が
日本文化としてある理由をコンパクトな美しい映像にまとめてありま
す。

①湯のみ茶碗などの素材を入れる入

★食育の実感を五感で試してみましょう。

●用意するもの

●すすめ方

●すすめ方

●すすめ方

●すすめ方

●用意するもの

●用意するもの

●用意するもの

れ物を、グループ数×３つずつ用意します。
②アルミホイル　③つまようじ　数本
④匂いの素となる素材３種類　
※「トマト」「みょうが」「長ネギ」「にんじん」「大葉」「セロリ」
などがオススメですが、その他どんなものでも構いません。量
は大さじ一杯くらいです。

① 赤・黄・青の３色の皿をグループ
数分用意します。※できるだけ原色に近い色を使います。
②コープのマヨネーズ１本
③スプーンか箸を参加者数分用意します。
　※皿にのせたマヨネーズの味見をするのに使います。

①段ボールの箱を用意します。※縦15センチ・
横30センチ・高さ15センチ程度のもの

②じゃがいも・たまねぎ・キャベツなどの野
菜や、乾物（かんぴょうや春雨・糸こんにゃく）などを用意します。

野菜・果物の花のカラー写真

※素材や食材は、開催の場面に応じて工夫してみてください。
　「見てあてよう」のカラー写真は、学校部にお問い合わせください。

匂いであてよう

味見をしよう

さわって当てよう

見てあてよう ①カラー写真を黒板に掲示します。
②写真を見て、何の野菜・果物の花なのか
を各自記入します。

③全員記入終わったら正解を発表します。

①選んだ素材を、それぞれできるだけ細かく
刻みます。
②刻んだ素材を湯のみ茶碗などの入れ物に入
れます。
③入れ物の上をアルミホイルで見えないよう
にふたをし、はがれないようにテープか輪
ゴムでとめて、番号を記入します。
④つまようじで中央に５～６個程度の穴を
開けます。※中が見えないくらいの大きさ

⑤グループに３種類をそれぞれ配付します。
１人ずつ匂いをかいで、回答用紙に答えを記入
します。回答が出揃ったら正解を発表します。
※なじみのある素材が実はどんな匂いなの
かを改めて感じる機会になります。

①赤・黄・青の皿に、少量（皿の中央にの
せる程度）のマヨネーズをいれます。
②マヨネーズの入った皿３種類を、各
テーブルに配付します。
③グループごとに、同じ色の皿から順番
に味見をし、感想を記入します。全員
記入が終わったら正解を発表します。
※同じマヨネーズなのに、皿の色で
味が違って感じられます。
視覚による味覚の変化を感じよう。

①段ボールの左右に、腕が入る程度の
穴を開けます。
※あまり大きいと中が見えてしまうの
で注意。
②段ボールの中央部に素材を置きます。
③段ボールの上全体を覆う布がある
と、穴から中が見えなくて更によい
でしょう。
※手触りから素材への興味につながります。

キットのお申し込み【価格】■１キット（1リットル）＝300円（税込）（みやぎ生協メンバー価格）
（解説資料付。砂糖・ペットボトルは別にご用意ください。）

※使用の２週間前までお申し込みください。

添加物
オレンジ
キット

着色料で
毛糸染めもできます。

﹇  

参
　考  

﹈

●準備物
鍋、酢、耐熱コップ、コンロ、わりばし、包
丁、純毛白色毛糸、スプーン

●実験商品
漬物、清涼飲料、あめ、ミニカップゼリーなど

●染め方
①実験商品をコップに入れます。（漬物などは細
かくします）
②①に水をいれてコップの8分目までにし、わり
ばしでよく混ぜます。
③スプーン1杯の酢をそそぎます。
④半分ほど水をはった鍋にコップを入れ、火にか
けます。
⑤その中に毛糸（事前に石鹸でよく洗って脂肪分
を除き、10cm程に切ります）を入れて20分く
らい加熱します。
⑥加熱が終わったらわりばしで毛糸を出し、水洗
いします。

●染まった毛糸から、着色の様子を目で確
かめてみましょう。
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